



























































































































































ニーズ（件） 個人 地域 計
2018 25 7 32
2019 23 16 39
計 48 23 71
シーズ（人） 地域住民 学生等 計
2018 14 70 84
2019 26 87 113
計 40 157 197
図１　プロジェクト概念図
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を見ず知らずのボランティアに頼むことはハードルが高い
可能性がある。また、数ヶ月に1度、週末1泊2日のワーク
キャンプという形は、日常的な生活の「困りごと」への対
応には馴染まないことも考えられる。こうしたニーズの偏
りに対して、要因を明らかにし対応策を検討する必要があ
る。
⑵シーズをめぐる課題－地元の若い世代の掘り起こしと参
加の拡大
　プログラムに対する地域内部の住民の参加を拡げていく
ことは、次年度の大きな課題といえる。現時点では、「現
地コーディネーター」として参加する内部ボランティアの
うち、64歳以下の参加者は2名であり、特にこれまで地域
活動に参加してこなかった若い世代の参加を得ていくこと
が必要となっている。学生ボランティアとの交流や地元の
若い世代のつながりを活かした取組を行っていくことがポ
イントであると思われる。
　また、そうした地域内部のボランティアの組織化によっ
て、定期的な通いのワークキャンプでは対応しにくいニー
ズに対応できるシステムのあり方を模索していくことも今
後の課題となる。
⑶プログラムの自立的な運営に向けた基盤整備
　本プログラムは、地元振興会と大学との協働（実践）研
究の一環として実施された。事業経費の多くは大学の予算
（研究費）から支出されている。研究期間終了後、プログ
ラムを自走させていくための財源を中心とした基盤整備は
喫緊の課題である。各種助成金の申請や地域内の資源の活
用を含め、持続可能なシステムの基盤整備を急ぐ必要があ
る。
５　今後の具体的な展開
　2か年の実践を通じて、①実際に住民組織によるニー
ズ・シーズマッチングシステムが地域に実装されたこと、
②システムの運用を通じて、地域内外に課題解決のための
人的資源とつながりが豊富化したこと、等の成果が確認さ
れた。
　一方で、対応したニーズについては、地域課題（集落単
位の共同作業や行事等の人で不足）に関わるニーズに比
べ、個別支援ニーズ（高齢者宅の片づけの手伝いや雪かき
等）が寄せられにくいという特徴がみられた。事例では外
部シーズを学生中心としたため、土日や長期休暇中の宿泊
型WCという形となった。この形は定期的な地域支援ニー
ズへの対応にはある程度マッチするが、随時発生する個人
の生活支援ニーズに対してはミスマッチが生じたことが考
えられる。また財政的な面では通いの外部人材の交通費を
どう確保するかが課題となった。上記の検討結果から、外
部シーズを多様化する（他地域の元気高齢者や企業の社員
ボランティア等のコーディネート）こと、恒久的な財源
（国の中山間地域等直接支払制度等）とのドッキングが、
持続可能かつ普遍的なモデル構築にむけた課題であること
が示唆された。
６　その他
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